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研究トピックス 研究会活動報告／お知らせ84-72-3 J-PARC/MLFの2011Bおよび2012Aにおける課題採択状況 3-4 中性子実験装置の紹介
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J-PARC/MLFの2011Bおよび2012Aにおける課題採択状況

表1　2011Bにおける産業利用採択課題

表２　2012Aにおける産業利用採択課題

図1 2011Bにおける採択課題の申請元分類と装置別利用状況

図2 2012Aにおける採択課題の申請元分類と装置別利用状況

図3 J-PARC/MLFにおける2008から2012Aにおける課題採択の推移
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ビームライン 分類 実験責任者 実験責任者所属機関
BL-10

中性子源特性試験装置
「NOBORU」

J-PARC
一般公募

今川　尊夫 ㈱日立製作所

浅井　博明 ㈱HIREC
BL-15

小角散乱装置「TAIKAN」 末吉　　仁 ㈱ JFEスチール

BL-17
垂直型中性子反射率計
「SHARAKU」

平野　辰巳 ㈱日立製作所

BL-16
高性能試料水平型中性子反射率計

「SOFIA」

中山　武典 ㈱神戸製鋼所
鈴木　卓也 三菱化学科学技術研究ｾﾝﾀｰ㈱
工藤　健二 ㈱豊田中央研究所

BL-19
工学材料回折装置 野崎　　洋 ㈱豊田中央研究所

BL-20
材料構造解析装置 出口　博史 ㈱関西電力

BL-20
材料構造解析装置

茨城県
一般公募

野崎　　洋 ㈱豊田中央研究所
村田　剛志 日立金属㈱
平野　辰巳 ㈱日立製作所
濱名　雅之 日産自動車㈱
原田　康宏 ㈱東芝
長谷川良雄 ㈱アート科学

ビームライン 分類 実験責任者 実験責任者所属機関
BL-10

中性子源特性試験装置
「NOBORU」

J-PARC
一般公募

今川　尊夫 ㈱日立製作所

朝日　史朗 ㈱ IHI エアロスペース
BL-14

低エネルギーチョッパー装置
「AMATERAS」

増井　知美 住友ゴム工業

BL-15
小角散乱装置「TAIKAN」

中山　武典 ㈱神戸製鋼所
末吉　　仁 ㈱ JFEスチール
平野　辰巳 ㈱日立製作所

BL-16
高性能試料水平型中性子
反射率計「SOFIA」

鎌田　洋平 ㈱クラレ
濱松　廣志 住友化学㈱
工藤　健二 ㈱豊田中央研究所
鈴木　卓也 ㈱三菱化学科学技術分析センター

BL-17
垂直型中性子反射率計
「SHARAKU」

平野　辰巳 ㈱日立製作所

BL-19
工学材料回折装置 末吉　　仁 ㈱ JFEスチール

BL-21
全散乱装置「NOVA」 野崎　　洋 ㈱豊田中央研究所

BL-03
茨城県生命物質構造
解析装置「iBIX」

茨城県
一般公募

大隅　孝志 ㈱アークレイ

BL-20
材料構造解析装置

市川　真義 電気化学工業㈱
原田　康宏 ㈱東芝
中村　　仁 日本重化学工業㈱
渡邉　　学 日産自動車㈱
長谷川良雄 ㈱アート科学
太田　慶新 マイクロフェーズ
今井　英人 日産アーク
塩屋　俊直 住友化学㈱
柏木　立己 ㈱味の素



参考文献：S. Itoh, T. Yokoo, S. Satoh, S. Yano, D. Kawana, J. Suzuki 
and T. J. Sato, Nucl. Instr. Meth. Phys. Res. A 631 
(2011) 90 - 97.

中性子実験装置の紹介

高分解能チョッパー分光器 HRC（BL12）

図1　HRCで測定されるスピン波のモデル計算の例
　　  ：単結晶一次元反強磁性体(a)及び粉末強磁性体(b)

図2　高分解能チョッパー分光器HRCの概要

●J-PARCの実験装置
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粉末回折装置による構造解析から導く新規Liイオン導電体の導電機構
●J-PARC

研究トピックス

●JRR-3の実験装置
中性子光学システム評価装置「NOP」

図１ 新規リチウムイオン導電体Li10GeP2S12の(左)結晶構造、
(中央)骨格構造、(右)イオン導電経路

図1　六極磁石型中性子磁気レンズ

図2　シリカ粒子の集光型中性子小角散乱測定例
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末端を官能基修飾した高機能ゴム材料中のフィラーの構造解析

図1　SSBR(1)とSSBR(2)の
散乱プロファイルの比較

中性子回折による遷移金属酸化物中の酸素占有率の評価
●JRR-3

図2　(Ba0.5Sr0.5)(Co0.8Fe0.2)O2.33の
結晶構造

図1　酸素占有率が回折ピークに及ぼす影響
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ガリウム系酸化物における格子間イオン伝導経路の可視化

ジルカロイ－２酸化膜中の水素の構造解析

図1　Pr1.2Sr0.8Ga3O7+δの原子核密度
分布(673K)

図1　LiOH水溶液中腐食材の小角散乱プロファイル

1～1×10-30atm O2

対 象 物 形状 サイズ（nm）
円盤
円盤
球
球
球

金属中水素化物（低水素濃度）
金属中水素化物（高水素濃度）
金属中析出物
LiOH酸化によるZrO2結晶粒（酸化膜厚：1μm）
LiOH酸化によるZrO2結晶粒（酸化膜厚：10μm）

411（直径）
413（直径）
81

13
13

表１ 小角散乱法によるサイズ評価結果
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中性子線回折による酸素ポンプ素子（YSZ）の劣化過程の検討
●茨城県ＢＬ

図2　Zry-2酸化膜/金属界面近傍のFE-TEM観察

1～1×101～1×10-30-30atm Oatm O21～1×10-30atm O2

図1　酸素分圧制御装置の概要

図2　YSZ素子断面のSEM観察結果

空間群等
Tetoragonal　P42/nmc  137 1
a,b=3.624828 c=5.145598
g-O=0.97

Rwp 12.86

Rp 10.04

Re 6.02

S^2 4.56

表1　Rietveld解析結果

図3　YSZ素子の中性子回折結果
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研 究 会 活 動 報 告
●生物構造学研究会

12月19日（月）～20日（火）に東海村リコッティ大ホールにおいて、
中性子産業利用推進協議会、茨城県中性子利用促進研究会、
J-PARC/MLF利用者懇談会、新世代研究所水和ナノ構造研究会、な
らびに、日本学術振興会第169委員会中性子回折小委員会が共催、
SPring-8利用推進協議会が協賛して、「蛋白質中の水素・水分子の
役割 ～中性子構造生物学の展望～」と題して生物構造学研究会を開
催しました。出席者は57名でした。
J-PARCの復旧状況の紹介のあと、研究会の趣旨説明がありまし

た。講演は4つのセッションに分けて行い、セッション１においては
産業界から蛋白質の中性子構造解析に対する期待が述べられまし
た。セッション2では生体物質の水和構造および水素結合などの最
近の知見、さらに中性子の新手法の可能性の紹介がありました。セッ
ション3では原子力機構がJ-PARCに設置を計画している新しいタン
パク質結晶構造解析装置の概要と、結晶大型化技術の紹介がありま
した。セッション4では、構造生物学を専門としない研究者から分
光法など他の分析技術の相補的利用について紹介されました。

●第３回MLFシンポジウム

1月19日（木）～20日（金）にいばらき量子ビーム研究センターに
おいて、J-PARCセンター（JAEA/KEK）が主催し、J-PARC/MLF利
用者懇談会、茨城県、中性子産業利用推進協議会が共催し、日本中
性子科学会、日本機械学会、日本材料学会などが協賛して開催され
ました。出席者は約200名でした。
初めにJ-PARCセンターから、物質・生命科学実験施設（MLF）の

復旧状況や、研究利用成果の概要と装置開発の現状などが報告され
ました。一般講演では、環境・エネルギー、ソフトマター・生命科学
および化学、物質・材料の3つのセッションに分かれて多数の発表が
ありました。最後に、「MLFへの要望」として、海外の中性子実験施
設の実験環境などについて利用経験者から報告があり、産業界から
も鉄鋼メーカーの研究者から米国SNSの利用経験が紹介されました。

●第３回中性子小角散乱解析法研究会

2月28日（火）～ 29日（水）に京都大学原子炉実験所において、
京都大学原子炉実験所の主催の元、中性子産業利用推進協議会、
J-PARC/MLF 利用者懇談会、ならびに、総合科学研究機構が共催し
て第３回中性子小角散乱解析法研究会を開催しました。出席者は47
名でした。
中性子小角散乱の解析法の視点を中心にして、Ｘ線小角散乱も包括

した小角散乱の方法論とハードマターからソフトマターまでの幅広い
材料科学に関して議論しました。J-PARCで供用運転を開始した小角
散乱装置「大観」の紹介もありました。産業界からは鉄鋼メーカーと
化粧品メーカーからそれぞれ中性子の産業利用に対する期待と利用
成果について講演がありました。

●残留ひずみ・応力解析研究会

3月8日（木）に研究社英語センター会議室において、中性子産業
利用推進協議会、茨城県中性子利用促進研究会、日本機械学会、日
本材料学会、SPring-8利用推進協議会が主催し、、J-PARC/MLF 
利用者懇談会、および、総合科学研究機構が共催して残留ひずみ・
応力解析研究会を開催しました。出席者は55名でした。

J-PARCの復旧状況と今後の運転計画の紹介のあと、中性子応用
研究、放射光応用研究、および、放射光技術開発の3つのセッショ
ンに分けて講演が8件ありました。自動車や原子力機器などの実構
造物の残留応力測定結果や、測定法の改良に関する講演があり、非
常に活発に質疑が行われました。

●須藤亮 運営委員長がJ-PARCとJRR-3を視察

2月15日（水）に須藤 亮運営委員長（㈱東芝 執行役専務）がJ-PARC/ 
MLFとJRR-3を視察されました。運営委員長就任後初めての視察で、
J-PARC/MLFとJRR-3ガイドホールの被害と復旧状況について現場

を見ながら、J-PARCセンターならびに量子ビーム応用研究部門の幹
部からご説明を受けられました。

●平成23年度成果報告会・平成24年度総会

日時：平成24年7月26日（木）13:00 ～ 17:30
場所：東京ステーションコンファレンス 6F
　平成24年度の総会のあと、平成23年度成果報告会を開催します。
報告会においては、施設側から、J-PARC/MLFとJRR-3、ならびに、

茨城県BLの現状についてご紹介していただいた後、J-PARC/MLF、
JRR-3ならびに茨城県BLを利用しての研究成果を5件紹介していた
だく予定です。多くの会員企業の皆さまのご出席をお願い致します。

お 知 ら せ
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